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1理科の本質について

私たちは理科の本質を次のように考えている。

対象とする自然事象の中の巧みなつくりや簡単な規則性をとらえること

私たちを取り巻く自然事象は、一見、一言で説明することは難しいことのように感じられる。
しかし、ある事象について、解析的に見てみると、実は簡単な規則性のうえに成り立っていた

り、いくつかの規則性がさらにある規則のうえに成り立っていることが分かる。

また、ヒトだけでなくあらゆる動植物は、それぞれが生きていくために巧みなつくりをもって

いる。そして、それらは周囲の環境の影響を受け、その循環システムのなかで有機的にはたらき、

生命を維持している。

私たちは、先にも述べたように、理科の本質は、私たちを取り巻く事象のうち、特に自然事象
にかかわる「ひと・もの・こと」を対象とし、その中にひそむ巧みなつくりや簡単な規則性をと

らえることと考えている。

今回の学習指導要領の改訂の中で、理科は大きな転換を図っている。それは、自然の事物・現
象の性質や規則性、真理などの特性に対する考え方の転換である。これまでは、自然絶対論的な

考え方に立ち、人の手の届かないところに自然の特性というものが存在しており、それにいかに
近づくかというものであった。しかし、今回、これまでの諸研究の成果から「自然の特性は人間

の創造の産物である」と明確に記されている。この考え方は、これまで、私たちが主張してきた

ものに近いものである。つまり、人間の認識の中にこそ自然認識は存在するということである。

客観的な事実の積み上げの上に立ち、実証性や再現性を重視しながら、既有のイメージや概念
の変容を促し、自然に関する新しい意味の体系を構築していく過程と結果こそ、巧みなつくりや
簡単な規則性をとらえることととらえている。さらにそのとらえが孤立した知識にとどまるので
はなく、ネットワーク化された自然認識として深まっていくことを大切に考えている。

自然事象の中の巧みなつくりや簡単な規則性の現れから、事物・現象に内在する真理を追究し、

新たな創造を生み出す理科の学びは､全人的な人間形成をめざすうえでも､大きく寄与するもの
となるだろう。

2理科の「学び」について

理科で扱う内容は、その対象から生物、

物理、化学、地球物理、天文に分けられ、

自然事象の中の巧みなつくりや簡単な規則

性の現れは、その対象そのものに内在する高
特性に起因する。

また、資質や能力の向上という点からは、

全体論に示されている7項目総て重要であ

るが、特に、問題解決能力を重視したい。

また、思考力を支える力ともなる数理的能

力は、事象を正しくとらえる意味において低
大切である。

以上、これまで述べたように考えると、

理科を「学び」の構造図に位置づけると、
右図のようになるだろう。
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3本質にもとづく基礎・基本について

それでは、理科で大切にしたい基礎・基本とは何だろうか。

私たちは、それを決して自然事象を説明するための断片的な知識とは考えていない。

先にも述べたように、私たちは、客観的な事実の積み上げを大切に考えている。事物・現象に内

在する真理に迫るためにも、まず一人一人の子どもの個性が発揮されるなかで、自然事象の中の

巧みなつくりや簡単な規則性の現れ（の事実）を客観的に観ること、現れの事実と事実を比べる

こと、事実を適切に再現したり表現したりできること、事実と事実を結びつけて考えたり、新た

な問題を見つけたりすることなどが大切であり、それが基礎・基本となるべきものととらえてい

る。そこで、理科における基礎・基本を以下のように考えた。

｢蕊鯉細巧みなつゞ・や簡単な規・
よりの解萩

4単元を構想するにあたって

これまで述べてきたことをふまえると、理科の「学び」を深めるとは、自然事象の中の巧みな

つくりや簡単な規則性の現れを自分なりの解決方法で追究し、科学的な見方や考え方の変容を自

覚していくことである。

理科の「学び」の場において、実際の単元に下ろして実践するにあたっては、以下に述べる視

点にもとづいて、単元を構想していく。

(1)一人一人の自然事象へのはたらきかけを促す

私たちを取り巻く自然事象は実に魅力的で多様性を秘めている。また、同じ自然事象に対する

興味・関心のもち方はその子なりの個性にゆだねられる部分が多い。これは、ある自然事象にひ

そむ巧みなつくりや簡単な規則性に迫る道筋は決して一本道ではないということを表している。

そして、多様な興味・関心を引き出すもととなっているのがその子なりの「こだわり」である。

「こだわり」は、ある自然事象を自分なりに解釈し、解決しようとするときの、新しい意味の体

系づくりのスタートとなるべき意識の状態である。また、追究意欲を喚起するものである。

子どもの「こだわり」を生み、それを生かす事象の提示の仕方の吟味や工夫、また、試行錯誤

的な追究過程において、本当に自分がこだわっていることは何なのかに気づいたり、自分の「こ

だわり」が妥当性や正当性をもつものなのかと問い直したりする検証の場や時間などを十分に保

障していきたい。

(2)一人一人の素朴な「こだわり」や考えの表明を促す

「こだわり」が変容を促す原動力であることは先に述べた。その一人一人の「こだわり」を生

かした単元の展開に留意したい。また、「こだわり」や考えの表明は、ことばによってのみ行わ

れるわけではない。その子なりの実験・観察のなかに表れていることもある。それを見逃さず、

ときには、教師が採り上げていくことも大切なはたらきかけである。

(3)互いの「こだわり」や考えの共有化を図る

自分なりに追究を進めていくうえで、自分の考えた解決方法がこれでよいのか、あるいは、違

った視点からの追究は考えられないのかなど、他からの情報を求めたくなったりするだろう。ま

た、より高まった「こだわり」となっていくためにも、互いの追究過程について情報を交流する

場の設定が必要となる。その交流の仕方については、交流の方法や、どんな段階でその交流の場

を設定するのが妥当かなどを考慮しながら、適切なはたらきかけとなるよう留意したい。

(4)子ども自身の変容の自覚を促す

これまで述べてきたように、「こだわり」を大切にした学びを展開するうえで、自分が何にこ

だわって追究しているのか、そして自分は課題解決の道筋のなかで、今どの段階にいるのか、ま

た、最初に考えていたことがどう変わってきたのかを自分自身で自覚することが大切となる。

そのため、イメージ図や概念地図などで、自分なりの想いをはっきりさせ、それがどのように

変容してきたかを意識する表現の場を大切にしたいと考えている。イメージ図などに表してみる

ことで、変容した見方や考え方で自然事象を観ることができ、新たなイメージが生まれ、さらに

追究意欲が持続していくことができると考えた。
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5実践例－3年一

(1)単元名日なたと日かげを比べよう
(2)目標・日かげは太陽の光が遮られるとでき、太陽が東から西に動くことによって日かげ

の位置も変わることや、太陽の光が地面を暖めるため日なたと日かげでは地面の
暖かさや湿り気などに違いができることに気づく。

(3)指導にあたって
本単元の基礎・基本について
本単元は、初めてのC区分（地球と宇宙）の学習である｡C区分とする内容は、時間的、空間

的に子どもがもつ尺度を大きく超えるものであり、なかなか実感をもってとらえること力灘しい。
本単元で扱う「太陽」と「地球」の関係においても、地球の自転を意識することはできない。し
かしながら「1理科の本質について」でも述べたように、対時する自然事象を自分のことばで
説明しようとする過程と結果に価値があるのであり、本単元においても、場合によっては「太陽
が動く」とすることを認める立場で学習を構成したいと考えている。

ここでは、太陽から地球が受ける「光」と「熱」に着目し、現象として生ずる「日なたと日か
げ」をとりあげて、太陽と（地球の）地面の様子との関係についての見方や考え方を養うことを
ねらいとしている。先にも述べたことをふまえ、「太陽は時間の経過とともに連続的に動き影
も同様に連続的に動く太陽の光が日なたの地面の様子を変化させる」ということを、比べる観
点をはっきりさせ、条件統一に気をつけた実験・観察を通してとらえさせていきたいと考えてい
る。なお、本単元の学習は、同じ3年の「光の性質を調べよう」、4年の「月や星の動き」につ
ながるものである。

本堂完lｧ鐺ﾚ十ろ「円な方シ円かげllず単元計画（総時数8時間）

も同様に連続的に動く太陽の光が日な

点をはっきりさせ、条件統一に気をつけ
る。なお、本単元の学習は、同じ3年の
ながるものである。

本単元における「日なたと日かげ」に
かかわる規則性の現れは、次のような現

象として見ることができる。

「日かげは太陽の光力樋られるとできる」
→日なたと日かげの明るさが違うこと

日かげからは太陽を見ることができ
ないこと

「日なたと日かげの場所力竣わっていく」
→記録した影の大きさ、形、向き、位

置が変わること

「日なたと日かげでは、地面や地面近く
の空気の様子に違いができる」

→日なたと日かげとでは、気温、地温
水温、湿度などの違いと変化が見ら
れること

このような現れの事実を、より的確に

とらえることが本単元の基礎・基本とな
るだろう。

またこれらの事実をとらえるためには

・遮光板の使い方

・温度計の扱い方（今回はデジタル温度
計を使用する）

・照度計の扱い方
などの技能の習熟も大切なことである。

自分なりに「日なたと日かげ」を追究
する過程においてとらえた事実の積み重
ねによって、事実を大切にし、事実から

自分の考えを変容させていく姿を期待し
ている。

学びを深めるために

主な活動と内容
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|学びを深めるために；

1日なたと日かげの場所を探したり影踏み遊びを ;①②…i
己■今●●■。●士士寺今全一

Q O

する

・日かげは物が太陽の光を遮るとできる

・日かげは太陽の反対側にできる

2太陽が東から西に連続的に動くにつれ

影も動くことに気づく

敏き通④1
号.．．｡．....．..．...．‐．..．：

･校舎や鉄棒の影、カラーコーンの影等を時間をおいて

観察する

･太陽の動きを観察する

日なたと日かげにはどんなちがいがあるのか調べよう

3日なたと日かげのちがいを調べる

・日なたと日かげの明るさや暖かさ地面の

暖かさや湿り具合のちがいを実感する

i⑦@通④1
:._....…....….…._；

・日なたのと日かげの地面の乾きの早さを比べる

・日なたと日かげの気温や地温などを温度計を使って

測定する

･温度計や照度計の扱い方、読みとり方を知る

4自分の学習をふりかえり、日なたと日かげについて

まとめる {③④…：
｡●●｡●●●●■由●●●寺｡

①一人一人の日なたと日かげという自然事象への働きかけを促す
本単元の導入では、影ふみ鬼や、日なた・日かげの場所見つけ等のゲーム・遊び的な活動から

スタートする。日なたや日かげ、影のでき方や動きに関して今まで漠然と抱いていた考えと事実
の相違点から、追究すべき課題を見つけさせていきたい。影や太陽の動きなどは、時間を追って
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